
奈良工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 数値解析
科目基礎情報
科目番号 0034 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「数値計算法［第２版・新装版］」三井田惇郎、須田宇宙　共著（森北出版）
担当教員 押田 至啓
到達目標
１．数値解析により方程式の解を求めるプログラムを作成することができる。
２．数値解析により関数補間と近似式を求めるプログラムを作成することができる。
３．数値解析により数値積分を行うプログラムを作成することができる。
４．数値解析により常微分方程式、および偏微分方程式の解を求めるプログラムを作成することができる。
５．数値解析により逆行列、固有値を求めるプログラムを作成することができる。
６．モンテカルロ法により解を求めるプログラムを作成することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

数値解析により方程式の解
数値解析により方程式の解法を理
解しプログラムを作成できるとと
もに、実用的な技術計算に応用す
ることができる

数値解析により方程式の解法を理
解しプログラムを作成できる

数値解析により方程式の解を求め
るプログラムを作成することがで
きない

数値解析により関数補間と近似式
数値解析により関数補間と近似式
を求める方法を理解しプログラム
を作成できるとともに、実用的な
技術計算に応用することができる

数値解析により関数補間と近似式
を求める方法を理解しプログラム
を作成できる

数値解析により関数補間と近似式
を求めるプログラムを作成するこ
とができない

数値解析により数値積分
数値解析により数値積分を求める
方法を理解しプログラムを作成で
きるとともに、実用的な技術計算
に応用することができる

数値解析により数値積分を求める
方法を理解しプログラムを作成で
きる

数値解析により数値積分を求める
プログラムを作成することができ
ない

数値解析により常微分方程式、お
よび偏微分方程式の解

数値解析により常微分方程式、お
よび偏微分方程式の解を求める方
法を理解しプログラムを作成でき
るとともに、実用的な技術計算に
応用することができる

数値解析により常微分方程式、お
よび偏微分方程式の解を求める方
法を理解しプログラムを作成でき
る

数値解析により常微分方程式、お
よび偏微分方程式の解を求めるプ
ログラムを作成することができな
い

数値解析により逆行列、固有値

数値解析により逆行列、固有値を
求める数値解析により逆行列、固
有値を求める方法を理解しプログ
ラムを作成できるとともに、実用
的な技術計算に応用することがで
きる

数値解析により逆行列、固有値を
求める方法を理解しプログラムを
作成できる

数値解析により逆行列、固有値を
求めるプログラムを作成すること
ができない

モンテカルロ法
モンテカルロ法により解を求める
方法を理解しプログラムを作成で
きるとともに、実用的な技術計算
に応用することができる

モンテカルロ法により解を求める
方法を理解しプログラムを作成で
きる

モンテカルロ法により解を求める
プログラムを作成することができ
ない

学科の到達目標項目との関係
準学士課程（本科１〜５年）学習教育目標 （２） JABEE基準 (d-2a) JABEE基準 (d-2b) システム創成工学教育プログラム学習・教育目標 D-1
教育方法等

概要
自然現象や工学的な現象はいくつかの仮定の下に数学的モデルで記述されるが、その多くは解析解が得られない。その
ため計算機を使った数値計算解が必要とされる。そこで数値計算法の基礎理論を学習するとともに、自分でＣ言語によ
るプログラムを作成する。実際に数値計算を行い、解析解などと比較し精度の検討をおこなう。

授業の進め方・方法 座学による講義を行った後、講義項目ごとに理解を深めるための課題に対し各自Ｃ言語によるプログラムを作成するこ
とにより理解度を確認する。また、定期試験返却時に解説を行い、理解が不十分な点を解消する。

注意点

関連科目
　　プログラミング、数学、物理
学習指針
　　計算機を使った数値解析の誤差や限界を認識するため、Ｃ言語によるプログラムを実際に作成する。
自己学習
　　授業内容の予習復習を十分行うとともに、各自プログラムを必ず作成し、実行することにより理解を深める　

学修単位の履修上の注意
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 数値計算概要説明 計算機の特性を知って、数値計算で現れる誤差などに
ついて理解し、説明できる。

2週 方程式の根および連立方程式の解法（１） 方程式の根および連立方程式の解法に関する理論につ
いて理解し、説明できる。

3週 方程式の根および連立方程式の解法（２）
方程式の根および連立方程式の解法の具体的手法を学
習し、与えられた課題に対してＣ言語によるプログラ
ムを作成することができる。

4週 関数補間と近似式（１） 関数補間と近似式の解法に関する理論について理解し
、説明できる。

5週 関数補間と近似式（２）
関数補間と近似式の解法の具体的手法を学習し、与え
られた課題に対してＣ言語によるプログラムを作成す
る

6週 数値積分および常微分方程式の解法（１） 数値積分および常微分方程式の解法に関する理論につ
いて理解し、説明できる。



7週 数値積分および常微分方程式の解法（２）
数値積分および常微分方程式の解法の具体的手法を学
習し、与えられた課題に対してＣ言語によるプログラ
ムを作成することができる。

8週 前期中間試験 授業内容を理解し、試験問題に対して正しく解答する
ことができる。

2ndQ

9週 試験返却・解答
偏微分方程式の解法（１）

試験問題を見直し、理解が不十分な点を解消する。
放物型方程式の解法に関する理論について理解し、説
明できる。

10週 偏微分方程式の解法（２） 双曲型方程式、楕円型方程式の解法に関する理論につ
いて理解し、説明できる。

11週 偏微分方程式の解法（３）
偏微分方程式の解法の具体的手法を学習し、与えられ
た課題に対してＣ言語によるプログラムを作成するこ
とができる。

12週 逆行列と固有値（１） 逆行列と固有値の解法に関する理論について理解し、
説明できる。

13週 逆行列と固有値（２）
逆行列と固有値の解法の具体的手法を学習し、与えら
れた課題に対してＣ言語によるプログラムを作成する
ことができる。

14週 モンテカルロ法
モンテカルロ法の解法に関する理論について理解し、
説明できるとともに、与えられた課題に対してＣ言語
によるプログラムを作成することができる。

15週 前期末試験 授業内容を理解し、試験問題に対して正しく解答する
ことができる。

16週 試験返却・解答 試験問題を見直し、理解が不十分な点を解消する。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 情報系分野 情報数学・

情報理論

コンピュータ上での数値の表現方法が誤差に関係することを説明
できる。 3 前1

コンピュータ上で数値計算を行う際に発生する誤差の影響を説明
できる。 3

前1,前3,前
5,前7,前
11,前13,前
14

コンピュータ向けの主要な数値計算アルゴリズムの概要や特徴を
説明できる。 3

前2,前3,前
4,前5,前
6,前7,前
8,前9,前
10,前11,前
12,前13,前
14,前15,前
16

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 0 0 0 0 50 100
基礎的能力 10 0 0 0 0 0 10
専門的能力 40 0 0 0 0 50 90
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


